
自分の を計算してみよう！

所定給付日数の３分の２以上残して再就職した場合

所定給付日数の３分の１以上残して再就職した場合

支給残日数×

支給残日数×

×基本手当日額＝再就職手当

×基本手当日額＝再就職手当

コヨウ タロウ

3-59020140

060430

060517

7,020

4－火 070430

次回認定日08月06日

待期満了 待期満了日

0611 24-234567-8

060523

給付制限期間 060524－0723 離職理由 40

次回認定日09月03日0806 24-234567-8

コヨウ タロウ

コヨウ タロウ

060724-0805 13 基本手当 ￥○○○,○○○ 107
0815 24-234567-8 コヨウ タロウ

10 基本手当 ￥○○○,○○○060806-0815

8

9

支給残日数97日

所定給付日数120日

支給残日数が所定給付日数の3分の２以上残っている

①

②

③

97日 × ７０％ × 6,395円
7,020円

＝ 434,220円
（端数 切り捨て）

支給残日数 基本手当日額

Ｒ6.８.１現在 基本手当の上限額

就職日Ｒ6.8.16は、待期満了日 Ｒ6.5.23以降の

就職である

待期満了日後１か月間（Ｒ6.5.24～Ｒ6.6.23）

以降の就職である

離職時の年齢が６０歳未満

離職時の年齢が６０歳以上６５歳未満

6,395円

5,170円

24-234567-8

120

97

40

就職 060816-2

① 就職日の前日までの失業の認定を受けた後の基本手当の支給残日数が、所定給付日数の３分の１以上あること
（支給残日数が、就職日から受給期間満了年月日までの日数を超えるときは就職日から受給期間満了年月日までの日数が支給残日数となり

ます）

② １年を超えて勤務することが確実であると認められること

（１年以下の雇用期間が定められ、雇用契約の更新に当たって、一定の目標達成が条件付けられている場合は「１年を超えて勤務すること

が確実であること」には該当しません）

③ 待期満了日後の就職であること

④ 離職理由による給付制限を受けた場合は、待期満了日後１か月間については、ハローワーク等または許可・届け出の

ある職業紹介事業者等の紹介により就職したものであること

⑤ 離職前の事業主に再び雇用されたものでないこと

（資本・資金・人事・取引等の状況からみて、離職前の事業主と密接な関係にある事業主も含みます）

⑥ 就職日前３年以内の就職について、再就職手当または常用就職支度手当の支給を受けていないこと

⑦ 受給資格決定（求職申し込み）前から採用が内定していた事業主に雇用されたものでないこと

⑧ 原則、雇用保険の被保険者要件を満たす条件での雇用であること
（例えば、委任契約、委託契約等については、雇用保険の被保険者に該当しません）

次の要件を全て満たしていることが必要です

就職が決まった場合は、必ずハローワークに申告してください。


